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長
く
豊
か
な
蓄
積
を
誇
る
遣
隋
使
研
究
に
、

こ
う
し
て
新
し
い
地
平
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
う
れ
し
い
驚
き
で
あ
る
。

　

日
本
古
代
史
研
究
者
に
と
っ
て
、
遣
隋
使
の

問
題
は
、
日
本
古
代
国
家
＝
律
令
制
国
家
の
成

立
に
関
わ
る
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
国
際
関

係
史
（
外
交
史
・
交
流
史
）
だ
け
で
な
く
政
治
史
・

文
化
史
の
視
点
か
ら
も
多
く
の
研
究
成
果
が
積

み
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
東
洋
史
（
中
国
史
）
研

究
者
も
、
東
ア
ジ
ア
の
国
際
情
勢
と
遣
隋
使
に

つ
い
て
の
優
れ
た
分
析
を
提
出
し
て
い
る
こ

と
、
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
先
行

研
究
に
対
し
て
批
判
は
で
き
て
も
、
新
し
い
視

点
を
示
す
こ
と
は
最
早
難
し
い
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
近
年
、
新
し
い
視
点

か
ら
遣
隋
使
を
論
じ
た
研
究
書
が
相
次
い
で
二

冊
出
さ
れ
て
、
評
者
の
懸
念
は
浅
学
菲
才
故
の

杞
憂
と
わ
か
っ
た
。
一
冊
は
気
鋭
の
若
手
研
究

者
で
あ
る
河
上
麻
由
子
氏
の
著
書
『
古
代
ア
ジ

ア
世
界
の
対
外
交
渉
と
仏
教
』（
山
川
出
版
社
、

二
〇
一
一
年
）
で
あ
り
、
も
う
一
冊
が
本
書
で

あ
る
。

　

河
上
氏
の
著
書
は
、
東
晋
以
降
の
東
ア
ジ
ア

の
国
際
関
係
に
お
い
て
、「
仏
教
的
朝
貢
」
と

い
う
形
態
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、

遣
隋
使
が
仏
教
色
を
強
調
し
た
こ
と
の
政
治
的

意
味
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
仏
教
に
は
対
外

交
渉
を
円
滑
に
す
る
役
割
が
あ
っ
た
と
い
う
斬

新
な
説
は
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
卵
的
な
発
想
で
、

今
後
さ
ら
に
検
討
が
加
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う

が
、評
者
な
ど
は
蒙
を
啓
か
れ
る
思
い
が
し
た
。

さ
て
も
う
一
方
の
本
書
は
、『
日
本
書
紀
』
に

記
さ
れ
た
六
〇
七
年
の
遣
隋
使
派
遣
か
ら
一
四

〇
〇
年
に
あ
た
る
二
〇
〇
七
年
に
、
明
治
大
学

で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
史

上
の
遣
隋
使
」
に
基
づ
く
論
文
集
で
あ
る
。
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
者
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
執

筆
者
を
加
え
て
、
多
彩
で
多
様
な
遣
隋
使
の
姿

を
描
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
副
題
は

「
東
ア
ジ
ア
か
ら
の
新
視
点
」
で
あ
る
が
、「
東

ア
ジ
ア
」
と
い
う
視
点
だ
け
な
ら
、
こ
れ
ま
で

に
も
も
ち
ろ
ん
先
行
研
究
は
た
く
さ
ん
あ
る
、

と
い
う
よ
り
、
東
ア
ジ
ア
と
い
う
視
点
を
も
た

な
い
遣
隋
使
研
究
な
ど
な
い
と
い
っ
て
も
よ

い
。
本
書
の
「
新
視
点
」
と
は
、
こ
れ
ま
で
十

分
に
検
討
さ
れ
て
き
た
と
は
い
い
が
た
い「
隋
」

と
い
う
中
国
王
朝
の
実
態
や
国
情
に
正
面
か
ら

踏
み
込
ん
で
、
そ
の
な
か
で
の
倭
国
使
を
描
い

た
点
に
あ
る
。

遣
隋
使
研
究
の
新
地
平

丸
山
裕
美
子

氣
賀
澤
保
規
編

遣
隋
使
が
み
た
風
景

―
―
東
ア
ジ
ア
か
ら
の
新
視
点
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で
は
こ
こ
で
本
書
の
構
成
・
執
筆
者
を
掲
げ

よ
う
。

序
章　

東
ア
ジ
ア
か
ら
み
た
遣
隋
使

―
―
概
説
と
課
題
（
氣
賀
澤
保
規
）

第
Ⅰ
部　

遣
隋
使
と
国
際
関
係

1　
『
隋
書
』
倭
国
伝
か
ら
み
た
遣
隋
使

（
氣
賀
澤
保
規
）

2　

東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
と
遣
隋
使

（
金
子
修
一
）

3　

朝
鮮
か
ら
み
た
遣
隋
使　

･

（
田
中
俊
明
）

4　

ア
ジ
ア
交
流
史
か
ら
み
た
遣
隋
使

　
　

―
―
煬
帝
の
二
度
の
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ

　
　

バ
ル
の
狭
間
で　
　
　

･

（
氣
賀
澤
保
規
）

第
Ⅱ
部　

遣
隋
使
と
そ
の
時
代
の
諸
相

1　

推
古
朝
と
遣
隋
使　
　
　

･

（
吉
村
武
彦
）

2　

遣
隋
使
の
国
書　
　
　
　

･

（
川
本
芳
昭
）

3　

遣
隋
使
と
飛
鳥
の
諸
宮　
　

･

（
林
部
均
）

4　

遣
隋
使
の
「
致
書
」
国
書
と
仏
教

（
河
内
春
人
）

第
Ⅲ
部　

倭
人
と
隋
人
が
み
た
風
景

1　

倭
人
が
み
た
隋
の
風
景
（
氣
賀
澤
保
規
）

2　

隋
人
が
み
た
倭
の
風
景　

･

（
鐘
江
宏
之
）

3　

遣
隋
使
の
も
た
ら
し
た
文
物
（
池
田
温
）

終
章　

遣
隋
使
の
新
た
な
地
平
へ

　
　
　

―
―
お
わ
り
に
寄
せ
て
（
氣
賀
澤
保
規
）

　

付
録
と
し
て
、
遣
隋
使
関
係
の
史
料
集
（
河

内
春
人
・
高
瀬
奈
津
子
・
江
川
式
部
）、
人
物
略
伝

（
河
内
春
人
）、
地
図
（
高
瀬
奈
津
子
、
な
お
地
図

に
は
隋
代
・
唐
初
の
東
ア
ジ
ア
世
界
の
国
際
関
係
模

式
図
を
含
む
）、
隋
代
の
官
制
図
、
年
表
（
石
見

清
裕
）、参
考
文
献
リ
ス
ト
、及
び
新
聞
記
者
（
岡

本
公
樹
）
に
よ
る
コ
ラ
ム
「
遣
隋
使
」
が
載
せ

ら
れ
て
い
る
。
付
録
だ
け
で
七
〇
頁
余
あ
り
、

有
益
で
あ
る
。
冒
頭
に
は
カ
ラ
ー
口
絵
が
八
頁

（
二
六
図
）
あ
り
、
ま
た
本
文
中
も
随
所
に
図

版
や
写
真
が
挿
み
込
ま
れ
て
い
て
、「
遣
隋
使

が
み
た
風
景
」
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
手
助
け
を
し

て
く
れ
る
。

　

専
門
の
研
究
者
以
外
に
も
広
く
一
般
の
読
者

を
想
定
し
て
、
史
料
は
ほ
と
ん
ど
が
読
み
下
さ

れ
、
あ
る
い
は
現
代
語
訳
さ
れ
た
り
要
約
さ
れ

た
り
し
て
い
て
、
読
み
や
す
い
。
そ
れ
に
も
関

わ
ら
ず
、
単
な
る
研
究
史
整
理
や
、
概
説
で
は

な
く
、
新
し
い
知
見
を
盛
り
込
ん
だ
専
門
的
な

記
述
で
あ
る
の
は
、
錚
々
た
る
執
筆
者
の
顔
ぶ
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の
諸
宮
」
と
河
内
春
人
「
遣
隋
使
の
「
致
書
」

国
書
と
仏
教
」を
紹
介
し
よ
う
。
林
部
論
文
は
、

飛
鳥
時
代
の
王
宮
に
つ
い
て
、
遣
隋
使
の
も
た

ら
し
た
中
国
の
王
宮
に
つ
い
て
の
情
報
が
、
ど

の
よ
う
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
を
、
近
年
の

発
掘
成
果
に
よ
り
つ
つ
、
具
体
的
に
検
証
し
て

い
る
。
ま
ず
推
古
朝
の
小
墾
田
宮
の
復
元
に
つ

い
て
、
岸
俊
男
説
へ
の
疑
問
を
呈
し
た
上
で
、

近
年
の
考
古
学
の
発
掘
調
査
の
成
果
を
踏
ま

え
、
中
国
の
影
響
は
少
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘

す
る
。
そ
し
て
飛
鳥
宮
の
Ⅱ
期
遺
構
（
皇
極
天

皇
の
飛
鳥
板
蓋
宮
）
に
画
期
が
あ
り
、
そ
れ
以

前
に
倭
国
は
中
国
の
王
宮
構
造
を
理
解
は
し
て

い
た
も
の
の
、
実
際
の
王
宮
の
整
備
は
一
時
期

遅
れ
た
と
す
る
。
飛
鳥
宮
Ⅱ
期
遺
構
に
は
、
外

交
儀
礼
の
た
め
の
空
間
は
存
在
し
な
か
っ
た

が
、
併
存
し
た
難
波
宮
が
西
国
支
配
と
外
交
を

担
当
し
た
。
そ
し
て
最
初
の
遣
隋
使
派
遣
か
ら

約
一
〇
〇
年
た
っ
て
、
藤
原
宮
の
大
極
殿
・
朝

堂
に
、
中
国
王
宮
の
思
想
は
実
現
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
と
み
る
。

　

河
内
論
文
は
、遣
隋
使
が
持
参
し
た
「
致
書
」

形
式
の
国
書
に
つ
い
て
、
致
書
形
式
の
書
状
を

れ
か
ら
し
て
流
石
と
い
う
べ
き
な
の
で
あ
ろ

う
。
以
下
に
、
評
者
の
関
心
に
沿
っ
て
、
い
く

つ
か
の
章
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。

　

ま
ず
序
章
は
、
遣
隋
使
及
び
遣
隋
使
研
究
に

つ
い
て
の
概
説
と
課
題
、
問
題
点
に
つ
い
て
、

丁
寧
に
ま
と
め
て
あ
っ
て
、
あ
り
が
た
い
。
主

要
な
論
点
は
ほ
ぼ
網
羅
さ
れ
て
お
り
、
問
題
点

に
対
し
て
の
回
答
が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
本
書
の
各
論
部
分
へ
の
導
入
と
し
て

の
配
慮
が
窺
え
る
。

　

第
Ⅰ
部
で
は
、
金
子
修
一
「
東
ア
ジ
ア
の
国

際
関
係
と
遣
隋
使
」
が
、
西
嶋
定
生
・
堀
敏
一

氏
の
研
究
を
踏
ま
え
て
東
ア
ジ
ア
世
界
設
定
の

意
義
に
つ
い
て
述
べ
、ま
た
『
漢
書
』
か
ら
『
新

唐
書
』
に
い
た
る
正
史
外
国
伝
を
通
覧
し
て
い

る
。『
隋
書
』
倭
国
伝
が
比
較
的
長
文
で
あ
る

の
は
（
具
体
的
に
字
数
を
比
較
し
て
あ
る
！
）、

隋
が
東
ア
ジ
ア
外
交
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
の

表
れ
と
す
る
指
摘
は
興
味
深
い
。

　

氣
賀
澤
保
規
「
ア
ジ
ア
交
流
史
か
ら
み
た
遣

隋
使
―
―
煬
帝
の
二
度
の
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
狭
間
で
」
は
、
斬
新
で
大
胆
な
刺
激
に
満

ち
た
論
文
で
あ
る
。
五
八
九
年
の
第
一
次
高
句

麗
遠
征
は
、
文
帝
に
よ
る
東
ア
ジ
ア
拡
大
路
線

の
起
点
と
な
る
政
策
で
あ
り
、
六
〇
〇
年
の
遣

隋
使
は
こ
う
し
た
国
際
情
勢
を
受
け
て
の
派
遣

で
あ
っ
た
こ
と
、
六
〇
七
年
の
遣
隋
使
も
、
煬

帝
に
よ
る
外
交
戦
略
と
の
関
わ
り
を
重
視
す
べ

き
こ
と
、
裴
世
清
が
倭
国
へ
の
使
者
に
選
ば
れ

た
の
は
、
煬
帝
の
側
近
裴
矩
（
裴
世
矩
）
の
同

族
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
、
さ
ら
に
、
第
三
次
高
句
麗
遠
征
が
終
息
し

た
六
一
五
年
正
月
に
洛
陽
で
「
国
際
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

煬
帝
の
政
治
的
な
思
惑
に
よ
る
も
の
で
、
倭
国

も
こ
れ
に
参
加
す
べ
く
、
六
一
四
年
の
遣
隋
使

が
派
遣
さ
れ
た
も
の
の
、
百
済
と
も
ど
も
動
乱

に
巻
き
込
ま
れ
て
帰
国
し
た
と
推
測
さ
れ
る
こ

と
、
な
ど
な
ど
、
隋
の
国
情
を
十
分
に
考
察

し
、
そ
の
中
に
倭
国
遣
隋
使
を
位
置
づ
け
て
い

る
。
煬
帝
に
よ
る
「
二
度
の
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
―
―
一
度
目
は
六
一
〇
年
に
行
わ
れ
た

―
―
が
、
隋
の
外
交
戦
略
で
あ
っ
た
と
い
う
仮

説
は
魅
力
的
で
あ
る
。
遣
隋
使
研
究
に
新
し
い

景
色
が
広
が
っ
た
よ
う
な
思
い
を
強
く
し
た
。

　

第
Ⅱ
部
か
ら
は
、
林
部
均
「
遣
隋
使
と
飛
鳥
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で
も
称
賛
に
値
す
る
と
思
う
が
、
内
容
の
充
実

し
て
い
る
こ
と
、「
一
四
〇
〇
年
前
の
遣
隋
使

を
徹
底
検
証
！
」
と
い
う
表
紙
の
煽
り
文
句
は

決
し
て
大
袈
裟
で
は
な
い
。
執
筆
者
間
で
史
料

の
読
み
や
解
釈
が
統
一
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
、
全
編
通
読
す
る
と
と
ま
ど
う
と
こ

ろ
も
あ
る
が
、
そ
れ
も
遣
隋
使
研
究
の
現
状
を

示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
本
書
は
「
遣

隋
使
の
み
た
風
景
」
だ
け
で
な
く
、「
遣
隋
使

研
究
の
新
し
い
風
景
」
を
広
げ
て
み
せ
て
く
れ

た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
企
画
者
で
本
書
の
編
者
で
あ

る
氣
賀
澤
保
規
氏
は
、
も
と
も
と
六
〇
〇
年
の

遣
隋
使
派
遣
か
ら
一
四
〇
〇
年
に
あ
た
る
二
〇

〇
〇
年
に
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
計
画
し
て
い

た
と
い
う
。
七
年
が
た
ち
、
機
が
熟
し
た
と
こ

ろ
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
敢
え
て

日
本
（
倭
国
）
を
前
面
に
出
さ
ず
、
東
ア
ジ
ア

あ
る
い
は
隋
を
視
座
に
据
え
た
内
容
で
あ
っ

た
。
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
五
年
が
た
ち
、
日
本
古

代
史
や
朝
鮮
史
の
視
座
を
新
た
に
加
え
て
、
本

書
は
成
っ
て
い
る
。
構
想
の
種
が
播
か
れ
て
か

ら
十
二
年
、
遣
隋
使
研
究
の
到
達
点
と
新
地
平

僧
侶
が
用
い
て
い
る
こ
と
、「
天
子
」呼
称
も『
大

智
度
論
』
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
こ

の
国
書
に
仏
教
的
色
彩
が
強
い
こ
と
を
指
摘
す

る
。
そ
の
上
で
『
大
智
度
論
』
の
受
容
に
高
句

麗
と
の
関
係
を
見
、
ま
た
外
交
文
書
に
僧
侶
が

関
わ
っ
た
事
例
（
新
羅
な
ど
）
を
あ
げ
て
、
国

書
を
起
草
し
た
の
は
慧
慈
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
と
す
る
。
国
書
の
起
草
者
と
し
て
慧
慈
を
想

定
し
た
先
行
研
究
は
あ
る
が
、
河
内
説
は
よ
り

説
得
的
な
推
測
だ
と
思
う
。

　

第
Ⅲ
部
は
、本
書
の
タ
イ
ト
ル
で
も
あ
る「
遣

隋
使
の
み
た
風
景
」を
、推
測
も
交
え
な
が
ら
、

復
元
す
る
と
い
う
試
み
で
、
一
種
の
旅
行
記
の

よ
う
に
楽
し
み
な
が
ら
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
氣
賀
澤
保
規
「
倭
人
が
み
た
隋
の
風
景
」

に
は
、二
〇
一
一
年
に
新
た
に
紹
介
さ
れ
た「
清

張
庚
諸
番
職
貢
図
巻
」
に
よ
り
、「
梁
職
貢
図
」

の
「
倭
国
使
」
題
記
が
復
元
さ
れ
、
全
文
読
み

下
し
て
あ
っ
て
、
う
れ
し
い
。

　

有
益
な
付
録
も
つ
い
て
、
全
四
四
八
頁
、
厚

み
が
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
三
八
〇
〇
円
（
税
抜
き
）
と
い
う
コ
ス

ト
パ
ー
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
良
さ
は
、
そ
れ
だ
け

を
示
す
内
容
と
し
て
結
実
し
た
と
高
く
評
価
さ

れ
よ
う
。（

ま
る
や
ま
・
ゆ
み
こ　

愛
知
県
立
大
学
）

ア
ジ
ア
か
ら
の
世
界
史
像
の
構
築
と

　

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
創
生

　
　

―
―
中
国
・
韓
国
・
日
本
の
視
点
か
ら

▼
日
時
＝
9
月
15
日（
土
）、
16
日（
日
）
13
時

～
17
時
（
各
日
共
）　

▼
場
所
＝
成
蹊
大
学･

4

号
館
ホ
ー
ル（
15
日
）、8
号
館
101
教
室（
16
日
）

東
京
都
武
蔵
野
市
吉
祥
寺
北
町
3
の
3
の
1･

☎0422-37-3549

（
成
蹊
大
学
ア
ジ
ア
太
平

洋
セ
ン
タ
ー
）http://w

w
w
.seikei.ac.jp/

gakuen/accessm
ap/　

▼
参
加
費
＝
無
料

＊
交
流
会
が
あ
り
ま
す
（
16
日
17
時
半
～
）

▼
プ
ロ
グ
ラ
ム
＝
［
15
日
］
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ヒ
ス
ト
リ
ー
の
な
か
の
ア
ジ
ア
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
（
濱
下
武
志
）、
通
底
す
る
「
朝
鮮

半
島
問
題
」
の
論
理
―
―
北
の
核
と
領
土（
福

原
裕
二
）、日
韓
中
近
代
化
の
比
較
―
―
過
去
・

現
在
・
未
来
（
光
田
剛
）、
反
芻
か
ら
創
生
へ

―
―
日
韓
中
“
魯
迅
”
像
の
考
察
（
湯
山
ト
ミ

子
）　
［
16
日
］
中
国
革
命
―
―
そ
の
思
想
史

的
意
義
（
孫
歌
）、
ア
ジ
ア
か
ら
見
え
る
新
し

い
世
界
史
像
（
宇
野
重
昭
）、
質
疑
応
答


